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日本藻類学会50周年記念グッズー立体写真の撮り方

「藻類立体写真集」を作ってみませんか

来年2002年に開催される大会に向けて， 50周

年記念グッズが企画されておりますが，そのーっ

として 「藻類立体写真集」の作成が進んで、おりま

す。この写真集ははがき大の紙聞に2枚の写真を

印刷 し，立体視メガネで見ることによ って，立体

像として観察するものです。現在のところ 3シ

リーズ 1. SEMによる微細藻類の世界，2 珪藻

の世界， 3.毎藻の世界 (いづれも仮称)が計画

されております。写真には簡単な説明を付記し，

多くの方々にi菜類に興味を持って頂けるよう配慮

する予定です。

撮影方法をご紹介しますので，皆様もぜひ3D

写真の撮影にご参加lください。

立体写真の撮影方法

1.磯などの生態写真

撮影装置:2台の同型のカメラに同型レンスを
装着したものを三脚雲台に固定し，ダブルレ リー

ズをつけます(区11)。

l;gl 1 搬彩装置

図2ヒパマタの生育写真(北海道厚岸海岸)

撮影方法 :立体写真で一番大切な要素は被写

体までの距離と2台のカメラのfl!lJ隔で、す。神宮氏

(目立インターメデイ 7クス)の情報によると，

被写体までのWI~l~lf:が数 1 0c lll ~数m まではカメラ

間隔は一定で，24cIllが一番良い結果が得られる

とのことでした。私も実|祭に撮影して見ました

が， 良い結予~が得られました(区1 2 ) 。 ただし ， た

とえばほほ無|浪速である富士LUの立体写真を jîf~影

するには ， 1日l隔を 201ll ~f度に広げないといけない

ようです。

まず，2台のカメラを被写体のI:IJ央に向けま

す。オートフォーカスは使わず，マニュアルでピ

ントを合わせます。露出はオー トでかまいませ

ん。レリーズにより同時にシヤ 1ターを切 りま

す。

2. 走査電顕 (SEM)写真(本号表紙写真)

観察の倍率にも関係しますが，左右2枚の写

真を 10。ほど傾斜をかけて撮j;悲します。 l枚目

は+50 ， 2枚目は-5。傾斜してJ最影すると，

左右で 10
0

違った像が得られます。

これぞと思われる作品ができましたら何卒下

記までお送り下さい。会員の皆様のご協力をお願

いいたします。またご不明な点がございましたら

ご連絡下さい。

連絡先 :干 102-8159千代田区富士見 1-9-20

日本歯科大学雨雲 保電話03-3261-8601
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